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原子炉容器

大飯発電所３号機 出力降下中における一時的な運転上の制限の逸脱について

添付資料２

＜炉心を上から見た図＞

４分割した炉心出力の平均値と、４つの検出

器指示値との差が、一定の範囲（２％）を超

えた場合に警報が発信する。

検出器（N-42）

検出器（N-43）検出器（N-41）

警報が発信した
検出器（N-44）

事象概要

警報が発信した状況

出力降下に伴って各検出器指示値の差が大きくなったタイミングに、当該検出器指示値の揺らぎ
が重なり、一時的に一定範囲を超えたことから、警報が発信したものと推定しました。
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（06:20に運転上の制限
からの逸脱を判断）

原子炉出力状況
↓

出力降下開始 原子炉出力５０％以下となり、
運転上の制限からの復帰を判断
（原子炉出力が５０％以下の場合、
運転上の制限から除外される。）
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＜事象発生時の４つの検出器指示値の推移＞
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（検出器指示値の「揺らぎ」の考え方）
平均値を基点に、出力差が上下に変動する幅

出力降下に伴って、４つの検出器

の差が拡大する傾向にある。

運転中は常に揺らぎがある。

原子炉出力が５０％を超え
た状態で、炉心出力平均値
との差が一時的に＋２％を
超過したため、警報が発信。
（運転上の制限を逸脱）


